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パラメータ別比較グラフ
（下段　時間（棒）、スコア（点））



＜コメント＞
１．スコア
非推論：３２Bまで向上
推論：８Bあたりで頭打
ち（推論効果あり）

２．処理時間
８Bまでは非推論／推
論で大きな差なし、
１４B以上になると推論
により時間が長くなる

０．６Bは動作不安定の
ため評価対象外



＜コメント＞
１．スコア
非推論・推論とも：３２B
まで向上（逆に推論の
効果見られず）

２．処理時間
全般的に推論により時
間が長くなる傾向

０．６Bは動作不安定の
ため評価対象外



＜コメント＞
１．スコア
非推論：４Bで頭打ち
推論：１．７Bで頭打ち

２．処理時間
全般的に推論により時間が
長くなる傾向が顕著

０．６Bは動作不安定のた
め評価対象外



＜コメント＞
１．スコア
非推論・推論とも：１４B
で頭打ち（小さいパラ
メータでは推論効果あ
り）

２．処理時間
全般的に推論により時
間が長くなる傾向

０．６Bは動作不安定の
ため評価対象外



ラベルは処理時間（推論のカッコ内は非推論比）

＜コメント＞
全般的に推論は非推論の３倍以上の時間がかかる

今回のベスト候補



パラメータ別比較グラフ
（下段処理時間同等比較）











スコア全体



全体（４科目平均）



文系
（一般常識、地理）

理系
（数学、SPI）

＜コメント＞
１．文系
パラメータが大きくなるに
つれてスコアも上昇、推
論による上昇はあまり見
られない

２．理系
１４Bで頭打ち、それまで
は推論による向上も確認
される

０．６Bは評価対象外



モデル選定

現時点ではスコア、処理時間で見ると非推論の１４Ｂか３０ B-A3B
がベスト。

１４Bの場合、理系（数学・ SPI）が強い、逆に３０ B-A3Bは文系（一
般常識、地理）が強い。 ー＞誤差レベル

ただしこのくらいスコアの差ならばロードするメモリ量が小さい１４ B
がベストか？

処理時間

スコア

文系
理系



SPI詳細分析

SPI分類別分析

１４BとMOE
（３０B-A3B）同じよう

な傾向。言語は良く

て、数学は悪い、分

析力は平均レベル。

３２Bは言語理解力は

劣るがその分数学の

ポイントが高い、分析

力はほぼ同じ

第３版追加部分



科目・問題別傾向
（トークン数）



＜コメント＞
推論によるトークン数
増加は
一般常識：２～３倍
地理：３～６倍



＜コメント＞
推論によるトークン数
増加は
数学：４～５倍
SPI：３～４倍



問題別比較
（推論化によるスコアへの影響）



＜コメント＞
推論による回答内容変化によ
るスコアアップは数学は純増、
他の３科目は２／３は不正解
が正解、１／３は正解が不正
解に変わっている

＜コメント＞
推論による回答内容変化によ
るスコアアップは数学は純増、
一般常識・SPIは２／３は不正
解が正解、１／３は正解が不
正解へ、逆に地理は逆の比率
で悪化している



＜コメント＞
推論による回答内容変化によ
るスコアアップは数学は純増、
他の３科目は不正解が正解に
なっている方が多い

＜コメント＞
推論による回答内容変化によ
るスコアアップは数学は変化
なし（誤差範囲）、一般常識は
２／３は不正解が正解、１／３
は正解が不正解へ、地理
・SPIはほぼ同数でプラスマイ
ナスゼロ



＜コメント＞
推論による回答内容変化によ
るスコアアップは数学は変化
なし（誤差範囲）、一般常識
・SPIはほぼ同数でプラスマイ
ナスゼロ、地理は悪化

＜コメント＞
推論による回答内容変化によ
るスコアアップは数学は変化
なし、一般常識・SPIはほぼ同
数でほぼプラスマイナスゼロ、
地理は悪化





SPI分野別正解率

第３版追加部分



問題数内訳
言語：３２
数学：１４（難関私立中学入試）
分析：５４

SPI分類別分析

言語は高く、数学は低く、分析力は平均レベルという傾向

推論により数学・分析部分の向上が目立つ

第３版追加部分



１４B、MOE（３０B-A3B）

言語は高く、数学は低く、分析力は平均レベルという傾向、推論により分析部分の向上が目立つ（数学は変化なしもしくは悪化）

３２B

非推論は同じバランス（１４BやMOEと比べると言語は悪化、数学は向上）、推論により言語は向上、数学は悪化（タイムアウトで途中終了の影響）

第３版追加部分



SPI（数学部分結果：難関私立中学入試問題）

注１：数学系の問題は８５～９１。なおカッコ内の数字は配点数＝回答必要項目
注２：toはタイムアウト（なお０．６Bは動作不安定による影響、それ以上のパラメータサイズは単純な処理
時間オーバ、特にパラメータサイズが大きくなるほど計算負荷増による影響の可能性大）
注３：３２B（DENSE）および３０B-A3B（MOE）は計算負荷の影響を受けているためタイムアウト時間を延
ばすことにより正解が出てくる可能性はありえる。

第３版追加部分



非推論モードトラブル



非推論モードトラブル

０．６Bのみ非推論モード指定でも推論モードで動いてしまうケースあり。ただし全
部ではなく１００問の問題に対して３～６割で発生。他のパラメータサイズでは発
生なし。



タイムアウト発生件数



タイムアウト発生件数

今回は１２０秒でタイムアウト
設定（GPUはA100）。

左表はタイムアウト発生件数。

主に難易度の高いSPIで発
生、傾向としては０．６Bのみ異
常ケース、あとは３２Bおよび
MOE（３０B-A3B）の推論モー
ドで発生頻度が多い。



前回比較



前回からの変更点

１．問題内容

SPI：３０問追加で１００問。ただし追加問題はレベルが高い（有名私立難関中学の算数

試験問題なども追加）

地理：問題内容見直し（都道府県庁の所在地の質問数減、代わりに位置関係、面積比

較などの難易度の高い試験を追加）

数学：問題文書見直し、ただし数式記載方法見直し（半角統一等）

一般常識：ほとんど変更なし（問題文章の見直し程度）



前回からの変更点

２．実行環境（LLMパラメータ設定）

前回はoollamaのデフォルト採用。今回はQwenの推奨パラメータに変更（特に推論部

分の値がかなり違う）

ランダムシードも前回は設定なし、今回は固定に変更



比較結果

地理、SPIは問題がかなり異なるの比較対象から除外し一般常識と数学で比較

比較結果としては数学は誤差範囲レベル、一般常識は１．７ B、４Bに多少大きな変化があるが主要検討対象の８ B以上では
大きな変化なし。


